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対象者は、 1998 年度定期健康診断を受診した大阪府下某企業従業員 372 名(平均年齢 40.5 歳、男性 290 名、女性
82 名)とした。生活習慣要因は、飲酒、喫煙、自覚的ストレス等を含め 103 項目の自記式質問票により評価した。
また、口腔保健要因については、歯磨回数等の口腔保健行動を含む 34 項目の自記式質問票により評価した。飲酒量
は 1 日あたりの純アルコール摂取量に換算し、喫煙量は pack-years を、肥満要因は Body Mass lndex (BMI)を、
各々算出した。歯周診査は、人工照明下で、歯周プロープを用いて全ての歯を診査し、 3.5 mm 以上の歯周ポケットを
有する歯を歯周病有病歯とした。歯周病有病状態、の指標として、現在歯数中の有病歯数の割合を用い、歯周病有病歯
率の上位 20 パーセンタイルをもって歯周病有病とした。




が、歯周病有病と有意に独立して関連しており、それらのオッズ比はそれぞれ 2.21 、1.98、 2 .40、 3.02 であった。そ
こで、飲酒、喫煙および肥満要因について、さらに解析を加えた。
飲酒習慣について、アルコール代謝酵素で、ある ADH2 (ADH : Alcohol Dehydrogenase) および ALDH2 (ALDH : 
Acetaldehyde Dehydrogenase) の両遺伝子型と歯周病有病との関連性について調べた。それぞれの遺伝子型は、対
象者の血液サンプルを用いて、 polymerase-chain-reaction/restriction -fragment-length polymorphism 法により同定
した。 ALDH2 遺伝子型と ADH2 遺伝子型それぞれの 3 遺伝子型間では、歯周病有病歯率に有意差は認められなかっ
???dせ
たが、 ALDHゾ1/士2 型群は ALDHゾ11吋型群より高い歯周病有病歯率を示す傾向がみられた。さらに、 ALDH2遺伝




に有意のオッズ比を認めたが、 ALDHゾ1/*1 型群ではアルコール摂取量は有意の要因で、はなかった。 ALDH2 遺伝子
多型がアルコール感受性の主な決定因子といわれており、 ALDHゾ11*2 型群は、 ALDHゾ11*1 型群よりもアセトアル
デヒドの代謝が低く、アルコール摂取量による悪影響をより受けやすいことから、高い歯周病有病歯率を示したもの
と推測される。
次に、歯周病有病歯率に影響を及ぼす生活習慣要因を、回帰木 (CART : Classification and Regression Tree) 法
により探索した。 CART では、従属変数に対する影響力が5齢、順に独立変数が決定され、その枝分かれのカットオフ
値が自動的に決まる利点を有している。 CART による解析の結果、歯周病有病への影響は、喫煙量が最も強く、次に
肥満度、年齢の順であり、 pack-years は 7.8 および 26.3 、 BM は 25.1、年齢は 31. 5 歳がそれぞれのカットオフ値と
して示された。また、対象者をそれぞれ、喫煙量により 5群に、肥満度により 6 群に分け、各群の歯周病有病に対す
るリスクを調べたところ、喫煙量や肥満度は、歯周病有病歯率と明確な量ー反応関係を示し、年齢や他の主な生活習慣
要因を調整しても、その傾向は有意なもので、あった。
以上のことから、歯周病のリスクインディケーターとして、飲酒習慣、喫煙習慣および肥満要因といった生活習慣
要因が有意に独立して歯周病有病と関連することが示された。特に、飲酒習'慣については、 ALDH2*1/士2 遺伝子型の
高飲酒群がより高い歯周病有病リスクを示すことが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本研究は、某企業従業員を対象に、歯周病有病状態と生活習慣要因との関連性について疫学的に検討したものであ
る。その結果、飲酒習慣、喫煙習慣および肥満要因といった生活習慣要因が有意に独立して歯周病有病と関連するこ
とが示された。特に、飲酒習慣については、 ALDHゾ11吃遺伝子型の多飲酒量群が高い歯周病有病リスクを示すこと
が明らかとなった。
以上のことから、本研究は、生活習慣面からの歯周病予防に有用な情報を提供するものであり、博士(歯学)の学
位授与に値するものと認める。
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